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Ⅰ－４ 相談
そうだん

支援
しえん

 素案
そあん

 

 

【表 題
ひょうだい

】相 談
そうだん

支援
しえん

について 

【結 論
けつろん

】 

○ 相 談
そうだん

支援
しえん

の対 象
たいしょう

は、総 合
そうごう

福祉法
ふくしほう

の対 象
たいしょう

となる者
もの

、およびその可能性
かのうせい

が

ある者
もの

とその家族
かぞく

を対 象
たいしょう

とする。 

○ 相 談
そうだん

支援
しえん

は、福祉
ふくし

制度
せいど

を利用
りよう

する際
さい

の相 談
そうだん

のみでなく、障 害
しょうがい

、疾 病
しっぺい

な

どの理由
りゆう

があって生 活
せいかつ

のしづらさ、困 難
こんなん

を抱
かか

えている人
ひと

びとに、福祉
ふくし

・

医 療
いりょう

サービス
さ ー び す

利用
りよう

の如何
いかん

にかかわらず幅 広
はばひろ

く対 応
たいおう

するものとする。また

当事者
とうじしゃ

の 抱
かか

える 問 題
もんだい

全 体
ぜんたい

に 対 応
たいおう

する 包 括 的
ほうかつてき

支援
しえん

の 継 続 的
けいぞくてき

な

コーディネート
こ ー で ぃ ね ー と

を行
おこな

う。さらに障 害
しょうがい

のある人
ひと

のニーズ
に ー ず

を明 確
めいかく

にするとと

もに、その個別
こべつ

ニーズ
に ー ず

から新
あら

たな地域
ちいき

での支援
しえん

体 制
たいせい

を築
きず

くための地域
ちいき

への

働
はたら

きかけも同時
どうじ

に行
おこな

うものとする。 

 

【説 明
せつめい

】 

（１）相 談
そうだん

支援
しえん

事 業
じぎょう

の現 状
げんじょう

の課題
かだい

 

【市 町 村
しちょうそん

格差
かくさ

】 

現 行
げんこう

の自立
じりつ

支援法
しえんほう

では地域
ちいき

生 活
せいかつ

支援
しえん

事 業
じぎょう

（市 町 村
しちょうそん

の裁 量
さいりょう

）に位置付
い ち づ

けられていること等
とう

により、実施
じっし

については市 町 村
しちょうそん

による格差
かくさ

が大
おお

きい

現 状
げんじょう

にある。 

【基本的
きほんてき

な相 談
そうだん

支援
しえん

体 制
たいせい

の不備
ふ び

】 

本 来
ほんらい

の相 談
そうだん

支援
しえん

事 業
じぎょう

のあり方
かた

が、本 人
ほんにん

および家族
かぞく

の相 談
そうだん

の内 容
ないよう

に

応
おう

じて適 切
てきせつ

な支援
しえん

を行
おこな

うということついて十 分
じゅうぶん

な理解
りかい

が定 着
ていちゃく

していな

いために、問
と

い合
あ

わせや情 報
じょうほう

提 供
ていきょう

といった「一 般
いっぱん

相 談
そうだん

」をイメージ
い め ー じ

した

体 制
たいせい

整備
せいび

にとどまり、具体的
ぐたいてき

な生 活
せいかつ

を支援
しえん

するための踏
ふ

み込
こ

んだ訪 問
ほうもん

相 談
そうだん

や同 行
どうこう

支援
しえん

、継 続 的
けいぞくてき

な支援
しえん

を行
おこな

うことが難
むずか

しい状 況
じょうきょう

にある。 

【限 定 的
げんていてき

な支援
しえん

】 

現 状
げんじょう

の相 談
そうだん

支援
しえん

の限 界
げんかい

として、主
おも

に次
つぎ

の２点
てん

が挙
あ

げられる。 

① 各 相 談
かくそうだん

事 業
じぎょう

が個別
こべつ

制度
せいど

ごとに位置
い ち

づけられて実施
じっし

されているために
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相 談
そうだん

事 業
じぎょう

ごとの守備
しゅび

範囲
はんい

によって、その対 象
たいしょう

や制度
せいど

に合
あ

わせた個別的
こべつてき

な対 応
たいおう

や年 齢
ねんれい

によっても分 断
ぶんだん

されている現 状
げんじょう

にとどまり、その結果
けっか

、

限 定 的
げんていてき

な支援
しえん

となってしまうか、または他
ほか

の相 談
そうだん

機関
きかん

に「たらいまわ

し」になりがちである。 

② 難 病
なんびょう

（難治性
なんちせい

慢 性
まんせい

疾 患
しっかん

）、高次
こうじ

脳
のう

障 害
しょうがい

、発 達
はったつ

障 害
しょうがい

などの手 帳
てちょう

を

所持
しょじ

していない谷間
たにま

の障 害
しょうがい

について十 分
じゅうぶん

に対 応
たいおう

できていない。 

とくに、これまで手 帳
てちょう

を所持
しょじ

することなく谷間
たにま

におかれてきた障 害
しょうがい

の

特 性
とくせい

に応
おう

じた専 門 的
せんもんてき

な相 談
そうだん

支援
しえん

が必 要
ひつよう

な場合
ばあい

に、身近
みぢか

な地域
ちいき

での

相 談
そうだん

支援
しえん

が整備
せいび

されていない。 

【他
ほか

職 種
しょくしゅ

・他
ほか

機関
きかん

との連 携
れんけい

調 整
ちょうせい

を含
ふく

む横 断 的
おうだんてき

な相 談
そうだん

支援
しえん

体 制
たいせい

の不備
ふ び

】 

社 会 的
しゃかいてき

障 壁
しょうへき

による障 害
しょうがい

の多様化
たようか

を背 景
はいけい

に、個別
こべつ

制度
せいど

の枠
わく

を超
こ

える

横 断 的
おうだんてき

な課題
かだい

をもった相 談
そうだん

内 容
ないよう

が増加
ぞうか

している中
なか

で、障 害
しょうがい

の多様化
たようか

に

応
おう

じた複 雑
ふくざつ

なニーズ
に ー ず

をもつ人
ひと

の相 談
そうだん

支援
しえん

に十 分
じゅうぶん

にこたえきれない現 状
げんじょう

にある。こうした横 断 的
おうだんてき

な相 談
そうだん

支援
しえん

体 制
たいせい

の不備
ふ び

の主
しゅ

な要 因
よういん

として、他
た

職 種
しょくしゅ

・他
た

機関
きかん

の連 携
れんけい

・調 整
ちょうせい

を行
おこな

う場合
ばあい

の制度的
せいどてき

な枠組
わくぐ

みがないこと、そ

して、これらの相 談
そうだん

支援
しえん

体 制
たいせい

にかかわる専 門
せんもん

職
しょく

を含
ふく

めた人 材
じんざい

が大 幅
おおはば

に不足
ふそく

していることなどが挙
あ

げられる。 

 

（２）新
あら

たな相 談
そうだん

支援
しえん

の枠組
わくぐ

み 

 相 談
そうだん

支援
しえん

は、障 害
しょうがい

に関
かん

するあらゆる生 活
せいかつ

のしづらさや困 難
こんなん

に、幅 広
はばひろ

く

対 応
たいおう

するための入 口
いりぐち

となり、その後
ご

の展 開
てんかい

にも責 任
せきにん

を持
も

つことが重 要
じゅうよう

で

あり、ワンストップ
わ ん す と っ ぷ

相 談
そうだん

を心
こころ

がける。そのためには、現 在
げんざい

分 断
ぶんだん

されている

発 達
はったつ

相 談
そうだん

、教 育
きょういく

相 談
そうだん

、就 労
しゅうろう

支援
しえん

相 談
そうだん

、医 療
いりょう

相 談
そうだん

等
とう

が統 合
とうごう

された

相 談
そうだん

体 制
たいせい

を作
つく

ることをめざす。実 現
じつげん

のためには、関 係
かんけい

する法 令
ほうれい

、機関
きかん

と

の調 整
ちょうせい

を図
はか

りつつ、人 材
じんざい

育 成
いくせい

をする必 要
ひつよう

があり、段 階 的
だんかいてき

に実施
じっし

する。 

 また人 口
じんこう

規模
き ぼ

に見合
み あ

った、身近
みぢか

な地域
ちいき

での相 談
そうだん

支援
しえん

の体 制
たいせい

整備
せいび

が必 要
ひつよう

で

あり、その整備
せいび

計 画
けいかく

については、実 態
じったい

調 査
ちょうさ

の結果
けっか

に基
もと

づき、具体的
ぐたいてき

に検 討
けんとう

されるべきである。 

相 談
そうだん

支援
しえん

は、地域
ちいき

による格差
かくさ

なく全 国
ぜんこく

共 通
きょうつう

の仕組
し く

みで提 供
ていきょう

されるべき
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支援
しえん

である。公 共 的
こうきょうてき

立場
たちば

から積 極 的
せっきょくてき

にアウトリーチ
あ う と り ー ち

していくことが求
もと

めら

れることから、必 要
ひつよう

な相 談
そうだん

支援
しえん

の人 材
じんざい

を確保
かくほ

する補助
ほじょ

の仕組
し く

みが構 築
こうちく

され

るべきである。 

 また相 談
そうだん

支援
しえん

を通
つう

じて、相 談
そうだん

支援
しえん

専 門 員
せんもんいん

は、障 害
しょうがい

のある人
ひと

や家族
かぞく

の

意向
いこう

、ニーズ
に ー ず

を聴
き

き取
と

り、それを包 括 的
ほうかつてき

な支援
しえん

に結
むす

び付
つ

けていくために、

本 人
ほんにん

中 心
ちゅうしん

支援
しえん

計 画
けいかく

を立 案
りつあん

する。さらに必 要
ひつよう

に応
おう

じて、総 合
そうごう

福祉法
ふくしほう

の

サービス
さ ー び す

を利用
りよう

するためのサービス
さ ー び す

利用
りよう

計 画
けいかく

を策 定
さくてい

する。 

なお、現 行 法
げんこうほう

の「個別
こべつ

支援
しえん

計 画
けいかく

」「サービス
さ ー び す

利用
りよう

計 画
けいかく

」を本 人
ほんにん

中 心
ちゅうしん

支援
しえん

計 画
けいかく

に用
もち

いてはならない。 

 

【表 題
ひょうだい

】相 談
そうだん

支援
しえん

機関
きかん

の設置
せっち

と果
は

たすべき機能
きのう

について 

【結 論
けつろん

】 

○人 口
じんこう

規模
き ぼ

による一 定
いってい

の圏 域
けんいき

ごとに、地域
ちいき

相 談
そうだん

支援
しえん

センタ
せ ん た

ー、総 合
そうごう

相 談
そうだん

支援
しえん

センタ
せ ん た

ーの配置
はいち

を基本
きほん

とし、エンパワメント
え ん ぱ わ め ん と

支援
しえん

事 業
じぎょう

を含
ふく

む複 合 的
ふくごうてき

な相 談
そうだん

支援
しえん

体 制
たいせい

を整備
せいび

する。 

○身近
みぢか

な地域
ちいき

での障 害
しょうがい

種 別
しゅべつ

や課題
かだい

別
べつ

、年 齢
ねんれい

別
べつ

によらないワンストップ
わ ん す と っ ぷ

の

相 談
そうだん

支援
しえん

体 制
たいせい

の整備
せいび

充 実
じゅうじつ

、一 定
いってい

の地域
ちいき

における総 合 的
そうごうてき

な相 談
そうだん

支援
しえん

体 制
たいせい

の拡 充
かくじゅう

を行
おこな

い、さらに広 域
こういき

の障 害
しょうがい

特 性
とくせい

に応
おう

じた専 門
せんもん

相 談
そうだん

支援
しえん

や他
た

領 域
りょういき

の相 談
そうだん

支援
しえん

（総 称
そうしょう

して以下
い か

、特 定
とくてい

専 門
せんもん

相 談
そうだん

センタ
せ ん た

ー）との

連 携
れんけい

やサポート
さ ぽ ー と

体 制
たいせい

の整備
せいび

を行
おこな

う。 

○身近
みぢか

な地域
ちいき

での障 害
しょうがい

当事者
とうじしゃ

（その家族
かぞく

を含
ふく

む）のエンパワメント
え ん ぱ わ め ん と

を目 的
もくてき

と

するピアサポート
ぴ あ さ ぽ ー と

や家族
かぞく

自身
じしん

による相 談
そうだん

支援
しえん

を充 実
じゅうじつ

する。（エンパワメント
え ん ぱ わ め ん と

支援
しえん

事 業
じぎょう

） 

○ 地域
ちいき

相 談
そうだん

支援
しえん

センタ
せ ん た

ー、総 合
そうごう

相 談
そうだん

支援
しえん

センタ
せ ん た

ー（総 称
そうしょう

して、以下
い か

「相 談
そうだん

支援
しえん

事 業 所
じぎょうしょ

」とする）は、障 害
しょうがい

当事者
とうじしゃ

の側
がわ

に立
た

って支援
しえん

することから、

給 付
きゅうふ

の決 定
けってい

を行
おこな

う市 町 村
しちょうそん

行 政
ぎょうせい

やサービス
さ ー び す

提 供
ていきょう

を行
おこな

う事 業 所
じぎょうしょ

から

の独 立 性
どくりつせい

が担
たん

保
ほ

される必 要
ひつよう

がある。 

 

【説 明
せつめい

】 
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・地域
ちいき

相 談
そうだん

支援
しえん

センタ
せ ん た

ーの規模
き ぼ

と役 割
やくわり

 

もっとも住 民
じゅうみん

の生 活
せいかつ

に身近
みぢか

な圏 域
けんいき

（人 口
じんこう

３～５万 人
まんにん

に 1ヶ所
かしょ

を基 準
きじゅん

とする）を単位
たんい

に、都道府県
とどうふけん

が市 町 村
しちょうそん

と協 議
きょうぎ

して一 定
いってい

の条 件
じょうけん

を満
み

たし

た事
じ

業 者
ぎょうしゃ

に 事 業
じぎょう

を委託
いたく

して設置
せっち

する。 本 人
ほんにん

に寄
よ

り添
そ

った 相 談
そうだん

支援
しえん

（アウトリーチ
あ う と り ー ち

を含
ふく

む）、継 続 的
けいぞくてき

な相 談
そうだん

支援
しえん

を行
おこな

う。 

具体的
ぐたいてき

には、以下
い か

の本 人
ほんにん

および家族
かぞく

等
とう

への対 応
たいおう

を想 定
そうてい

する。 

① 支援
しえん

を受
う

ければ、ある程度
ていど

の希望
きぼう

の実 現
じつげん

やニーズ
に ー ず

の解 決
かいけつ

が想 定
そうてい

できる

人
ひと

。 

② 生 活
せいかつ

の質
しつ

の維持
い じ

や社 会
しゃかい

参加
さんか

に継 続
けいぞく

してサービス
さ ー び す

を利用
りよう

する必 要
ひつよう

が

あり、また希望
きぼう

の表 明
ひょうめい

や制度
せいど

手続
てつづ

き、サービス
さ ー び す

調 整
ちょうせい

などに一 貫
いっかん

した

支援
しえん

を希望
きぼう

する人
ひと

。 

③ 社 会
しゃかい

資源
しげん

の活 用
かつよう

をしておらず、生 活
せいかつ

が困 難
こんなん

な状 態
じょうたい

にあり社 会
しゃかい

参加
さんか

が果
は

たせていない人
ひと

（手 帳
てちょう

をもたない人
ひと

も含
ふく

む）。 

④ 部分的
ぶぶんてき

にサービス
さ ー び す

等
とう

を利用
りよう

しているものの、生 活
せいかつ

の立
た

て直
なお

しを必 要
ひつよう

と

している人
ひと

。 

⑤ 既存
きそん

のサービス
さ ー び す

等
とう

では解 決
かいけつ

困 難
こんなん

な生 活
せいかつ

課題
かだい

を抱
かか

えている人
ひと

。 

⑥ 家族
かぞく

等
とう

の身近
みぢか

な関 係
かんけい

のなかで問 題
もんだい

を主 体 的
しゅたいてき

に相 談
そうだん

できる人
ひと

がおら

ず、踏
ふ

み込
こ

んだ支援
しえん

を必 要
ひつよう

としている人
ひと

（虐 待
ぎゃくたい

を含
ふく

む）。 

⑦その他
た

、相 談
そうだん

支援
しえん

を希望
きぼう

する人
ひと

。 

また、迅 速
じんそく

にニーズ
に ー ず

に応
こた

えるため、シンプル
し ん ぷ る

かつネットワーク
ね っ と わ ー く

する相 談
そうだん

支援
しえん

体 制
たいせい

をめざし、「地域
ちいき

相 談
そうだん

支援
しえん

センタ
せ ん た

ー」の人 材
じんざい

と機能
きのう

を強 化
きょうか

して

いく。 

なお、地域
ちいき

相 談
そうだん

支援
しえん

センタ
せ ん た

ーのみの支援
しえん

では困 難
こんなん

な場合
ばあい

は、総 合
そうごう

相 談
そうだん

センタ
せ ん た

ーおよび 特 定
とくてい

専 門
せんもん

相 談
そうだん

機関
きかん

に 協 力
きょうりょく

や 助 言
じょげん

、 直 接
ちょくせつ

の 対 応
たいおう

を

要 請
ようせい

する。 

  地域
ちいき

相 談
そうだん

支援
しえん

センタ
せ ん た

ーに所 属
しょぞく

する相 談
そうだん

支援
しえん

専 門 員
せんもんいん

は、希望
きぼう

する人
ひと

を

対 象
たいしょう

に本 人
ほんにん

中 心
ちゅうしん

支援
しえん

計 画
けいかく

・サービス
さ ー び す

利用
りよう

計 画
けいかく

を策 定
さくてい

できる。 

 

・総 合
そうごう

相 談
そうだん

支援
しえん

センタ
せ ん た

ーの規模
き ぼ

と役 割
やくわり
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15万
まん

～30万 人
まんにん

の圏 域
けんいき

を単位
たんい

に、都道府県
とどうふけん

が市 町 村
しちょうそん

と協 議
きょうぎ

して一 定
いってい

の条 件
じょうけん

を満
み

たした事
じ

業 者
ぎょうしゃ

に事 業
じぎょう

を委託
いたく

して設置
せっち

する。 

総 合
そうごう

相 談
そうだん

支援
しえん

センタ
せ ん た

ーの職 員
しょくいん

の配置
はいち

基 準
きじゅん

に手話
しゅわ

通訳士
つうやくし

有
ゆう

資格者
しかくしゃ

や

ろうあ者
もの

相 談 員
そうだんいん

等
とう

を入
い

れる。 

相 談
そうだん

支援
しえん

のなかでは、特
とく

に複 雑
ふくざつ

な相 談
そうだん

事例
じれい

について対 応
たいおう

する。具体的
ぐたいてき

には地域
ちいき

相 談
そうだん

支援
しえん

センタ
せ ん た

ーからの 要 請
ようせい

に応
おう

じて③④⑤⑥の 相 談 者
そうだんしゃ

の

対 応
たいおう

にあたる他
ほか

、長 期
ちょうき

に入 院
にゅういん

・入 所
にゅうしょ

をしている人
ひと

の地域
ちいき

生 活
せいかつ

への移行
いこう

の相 談
そうだん

、刑務所
けいむしょ

等
とう

から出 所
しゅっしょ

してくる人
ひと

の相 談
そうだん

等
とう

に対 応
たいおう

する。また地域
ちいき

相 談
そうだん

支援
しえん

センタ
せ ん た

ー へ の 巡 回
じゅんかい

を 含
ふく

め た 相 談
そうだん

支援
しえん

専 門 員
せんもんいん

の

スーパービジョン
す ー ぱ ー び じ ょ ん

、および人 材
じんざい

育 成
いくせい

（研 修
けんしゅう

）を行
おこな

う。 

総 合
そうごう

相 談
そうだん

支援
しえん

センタ
せ ん た

ーに所 属
しょぞく

する相 談
そうだん

支援
しえん

専 門 員
せんもんいん

は、希望
きぼう

する人
ひと

を対 象
たいしょう

に本 人
ほんにん

中 心
ちゅうしん

支援
しえん

計 画
けいかく

・サービス
さ ー び す

利用
りよう

計 画
けいかく

を策 定
さくてい

できる。 

 

・特 定
とくてい

専 門
せんもん

相 談
そうだん

支援
しえん

センタ
せ ん た

ーの規模
き ぼ

と役 割
やくわり

 

都道府県
とどうふけん

を単位
たんい

として設置
せっち

され、障 害
しょうがい

特 性
とくせい

に応
おう

じた専 門
せんもん

相 談
そうだん

を担
にな

う。 

具体的
ぐたいてき

には、 身 体 障 害 者 総 合 相 談
しんたいしょうがいしゃそうごうそうだん

センタ
せ ん た

ー、知 的 障 害 者 総 合
ちてきしょうがいしゃそうごう

センタ
せ ん た

ー、精神保健福祉
せいしんほけんふくし

センタ
せ ん た

ー、 発 達
はったつ

障 害 者
しょうがいしゃ

支援
しえん

センタ
せ ん た

ー、視覚
しかく

障 害 者
しょうがいしゃ

支援
しえん

センタ
せ ん た

ー、聴 覚
ちょうかく

障 害 者
しょうがいしゃ

支援
しえん

センタ
せ ん た

ー、難 病
なんびょう

相 談
そうだん

支援
しえん

センタ
せ ん た

ー、地域
ちいき

定 着
ていちゃく

支援
しえん

センタ
せ ん た

ーなどを 含
ふく

み、 障 害
しょうがい

種 別
しゅべつ

、 特 性
とくせい

に 応
おう

じた

専 門 的
せんもんてき

な相 談
そうだん

を実施
じっし

する。 

地域
ちいき

相 談
そうだん

支援
しえん

センタ
せ ん た

ー 及
およ

び 総 合
そうごう

相 談
そうだん

支援
しえん

センタ
せ ん た

ー 等
とう

への 専 門 的
せんもんてき

助 言
じょげん

や専 門 的
せんもんてき

人 材
じんざい

の養 成
ようせい

支援
しえん

を行
おこな

う。また、本 人
ほんにん

中 心
ちゅうしん

支援
しえん

計 画
けいかく

・

サービス
さ ー び す

利用
りよう

計 画
けいかく

策 定
さくてい

にあたっての助 言
じょげん

を行
おこな

う。 

  とくに、障 害
しょうがい

特 性
とくせい

に応
おう

じた専 門
せんもん

相 談
そうだん

（重 度
じゅうど

障 害
しょうがい

でなおかつ医 療
いりょう

と

連 携
れんけい

が必 要
ひつよう

な場合
ばあい

や難 病
なんびょう

などの難治性
なんじせい

慢 性
まんせい

疾 患
しっかん

に伴
ともな

う機能
きのう

障 害
しょうがい

な

ど）については、「Ⅰ‐6支援
しえん

（サービス
さ ー び す

）体 系
たいけい

」の「９．医 療 的
いりょうてき

ケア
け あ

の拡 充
かくじゅう

」

の内 容
ないよう

に基
もと

づいて、地域
ちいき

相 談
そうだん

支援
しえん

センタ
せ ん た

ー、総 合
そうごう

相 談
そうだん

支援
しえん

センタ
せ ん た

ー、

特 定
とくてい

専 門
せんもん

相 談
そうだん

支援
しえん

センタ
せ ん た

ー相互
そうご

の緊 密
きんみつ

な連 携
れんけい

協 力
きょうりょく

を行
おこな

い、地域
ちいき

で暮
く

らせる相 談
そうだん

支援
しえん

が必 要
ひつよう

となる。 
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・相 談
そうだん

支援
しえん

事 業 所
じぎょうしょ

 

市 町 村
しちょうそん

、サービス
さ ー び す

事 業 所
じぎょうしょ

からの独 立 性
どくりつせい

を担
たん

保
ほ

するために、都道府県
とどうふけん

が

指定
してい

することを基本
きほん

とし、地域
ちいき

の実 情
じつじょう

に合
あ

わせて障 害
しょうがい

保健
ほけん

福祉圏域
ふくしけんいき

単位
たんい

や

市 町 村 域
しちょうそんいき

の単位
たんい

で 障 害
しょうがい

当事者
とうじしゃ

や 障 害
しょうがい

福祉
ふくし

関 係 者
かんけいしゃ

、 行 政
ぎょうせい

関 係 者
かんけいしゃ

が

参 画
さんかく

する運 営
うんえい

委員会
いいんかい

の設置
せっち

などを通
つう

じて、必
かなら

ず運 営
うんえい

のチェック
ち ぇ っ く

が実施
じっし

さ

れることを担保
たんぽ

する。 

 

【表 題
ひょうだい

】本 人
ほんにん

（及
およ

び家族
かぞく

）をエンパワメント
え ん ぱ わ め ん と

するシステム
し す て む

について 

【結 論
けつろん

】 

○地域
ちいき

におけるエンパワメント
え ん ぱ わ め ん と

支援
しえん

については、身近
みぢか

な地域
ちいき

での 相 談
そうだん

支援
しえん

体 制
たいせい

（市 町 村
しちょうそん

、広 域 圏
こういきけん

、人 口
じんこう

５万
まん

～３０万 人
まんにん

）に最 低
さいてい

１ケ所
かしょ

以 上
いじょう

、

障 害
しょうがい

のある当事者
とうじしゃ

等
とう

によるピアサポート
ぴ あ さ ぽ ー と

体 制
たいせい

（エンパワメント
え ん ぱ わ め ん と

支援
しえん

事 業
じぎょう

）を位置
い ち

づける。 

○エンパワメント
え ん ぱ わ め ん と

支援
しえん

事 業
じぎょう

の目 的
もくてき

は、障 害
しょうがい

のある人
ひと

たちのグループ
ぐ る ー ぷ

活 動
かつどう

、

交 流
こうりゅう

の場
ば

の提 供
ていきょう

、障 害
しょうがい

当事者
とうじしゃ

による自立
じりつ

生 活
せいかつ

プログラム
ぷ ろ ぐ ら む

（ＩＬＰ）、自立
じりつ

生 活
せいかつ

体 験 室
たいけんしつ

、ピアカウンセリング
ぴ あ か う ん せ り ん ぐ

などを提 供
ていきょう

することで、地域
ちいき

の障 害 者
しょうがいしゃ

のエンパワメント
え ん ぱ わ め ん と

を促 進
そくしん

することを目 的
もくてき

とする。 

○エンパワメント
え ん ぱ わ め ん と

支援
しえん

事 業
じぎょう

の実施
じっし

主 体
しゅたい

は、当事者
とうじしゃ

やその家族
かぞく

が過半数
かはんすう

を占
し

める協 議 体
きょうぎたい

によって運 営
うんえい

される団 体
だんたい

とする。 

○エンパワメント
え ん ぱ わ め ん と

支援
しえん

事 業
じぎょう

は、地域
ちいき

相 談
そうだん

支援
しえん

センタ
せ ん た

ーに併 設
へいせつ

することがで

きる。 

○ 本 人
ほんにん

（及
およ

び家族
かぞく

）をエンパワメント
え ん ぱ わ め ん と

するシステム
し す て む

の整備
せいび

については、当事者
とうじしゃ

リーダ
り ー だ

ーや、真
まこと

に障 害 者
しょうがいしゃ

をエンパワメント
え ん ぱ わ め ん と

できる当事者
とうじしゃ

組織
そしき

の養 成
ようせい

を図
はか

りつつ、段 階 的
だんかいてき

に実施
じっし

する。 

 

【説 明
せつめい

】 

実 際
じっさい

に地域
ちいき

で 生 活
せいかつ

する 障 害 者
しょうがいしゃ

の自己
じ こ

決 定
けってい

・自己
じ こ

選 択
せんたく

を支援
しえん

し、

エンパワメント
え ん ぱ わ め ん と

を支援
しえん

しているのは、 本 人
ほんにん

のことをよく理解
りかい

する家族
かぞく

や
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支援者
しえんしゃ

であるとともに、各地
かくち

の自立
じりつ

生 活
せいかつ

センタ
せ ん た

ー（CIL）や知的
ちてき

障 害
しょうがい

の本 人
ほんにん

活 動
かつどう

、各 種
かくしゅ

の難 病
なんびょう

や精 神
せいしん

障 害
しょうがい

等
とう

の仲間
なかま

によるさまざまな当事者
とうじしゃ

相互
そうご

支援
しえん

活 動
かつどう

（セルフヘルプグループ
せ る ふ へ る ぷ ぐ る ー ぷ

）である。 

問 題
もんだい

は、一 定
いってい

の当事者
とうじしゃ

リーダ
り ー だ

ーとその活 動
かつどう

をサポート
さ ぽ ー と

する仕組
し く

みが

存 在
そんざい

する地域
ちいき

と、存 在
そんざい

しない地域
ちいき

の大
おお

きな格差
かくさ

である。 

制度
せいど

改 革
かいかく

にあたっては、当事者
とうじしゃ

リーダ
り ー だ

ー 養 成
ようせい

や、 真
しん

に 障 害 者
しょうがいしゃ

を

エンパワメント
え ん ぱ わ め ん と

できる当事者
とうじしゃ

組織
そしき

とその活 動
かつどう

を公 的
こうてき

にサポート
さ ぽ ー と

する仕組
し く

み を 創 出
そうしゅつ

し て い く べ き で あ る 。 な お 、 アメリカ
あ め り か

に お い て は 、

リハビリテーション法
り は び り て ー し ょ ん ほ う

第
だい

７ 章
しょう

に お い て 、 自立
じりつ

生 活
せいかつ

センタ
せ ん た

ー の

ピアカウンセリング
ぴ あ か う ん せ り ん ぐ

と権利
けんり

擁護
ようご

活 動
かつどう

等
とう

が補助
ほじょ

金化
きんか

されており、また２００

１年度
ねんど

のメディケイド
め で ぃ け い ど

の改 正
かいせい

で、精 神
せいしん

障 害 者
しょうがいしゃ

のピアサポート
ぴ あ さ ぽ ー と

が予算
よさん

可能
かのう

プログラム化
ぷ ろ ぐ ら む か

されている。 

その方 法
ほうほう

については、各地
かくち

の取
と

り組
く

みが参 考
さんこう

となるが、今後
こんご

は、当事者
とうじしゃ

活 動
かつどう

を先 進 的
せんしんてき

に取
と

り組
く

む地域
ちいき

をモデル
も で る

指定
してい

し、その成果
せいか

を検
けん

証
あか

しながら、

全 国 的
ぜんこくてき

に格差
かくさ

を解
かい

消
け

していくことが望
のぞ

まれる。 

また、ディアクティビティセンタ
で ぃ あ く て ぃ び て ぃ せ ん た

ー【名 称
めいしょう

はＰ】の主
おも

なサービス
さ ー び す

のなか

に、交 流
こうりゅう

の場
ば

の提 供
ていきょう

やグループ
ぐ る ー ぷ

活 動
かつどう

を位置
い ち

づけて、エンパワメント
え ん ぱ わ め ん と

支援
しえん

を

行
おこな

うことも必 要
ひつよう

である。 

【表 題
ひょうだい

】相 談
そうだん

支援
しえん

専 門 員
せんもんいん

の理念
りねん

と役 割
やくわり

 

【結 論
けつろん

】 

相 談
そうだん

支援
しえん

専 門 員
せんもんいん

（仮 称
かしょう

）に関
かん

する理念
りねん

と役 割
やくわり

を示
しめ

すことが重 要
じゅうよう

であ

る。 

○相 談
そうだん

支援
しえん

専 門 員
せんもんいん

(仮 称
かしょう

)の基本
きほん

理念
りねん

は、すべての人 間
にんげん

の尊 厳
そんげん

を認
みと

め、

いかなる状 況
じょうきょう

においても自己
じ こ

決 定
けってい

を尊 重
そんちょう

し、当事者
とうじしゃ

（本 人
ほんにん

および家族
かぞく

）

との信 頼
しんらい

関 係
かんけい

を築
きず

き、人 権
じんけん

と社 会
しゃかい

正義
せいぎ

を実 践
じっせん

の根 底
こんてい

に置
お

くことであ

る。 

○上 記
じょうき

の理念
りねん

に基
もと

づき、相 談
そうだん

支援
しえん

専 門 員
せんもんいん

は、本 人
ほんにん

の意向
いこう

、ニーズ
に ー ず

を聴
き

き取
と

り、必 要
ひつよう

に応
おう

じて本 人
ほんにん

中 心
ちゅうしん

支援
しえん

計 画
けいかく

およびサービス
さ ー び す

利用
りよう

計 画
けいかく

の策 定
さくてい

にかかる支援
しえん

を行
おこな

う。具体的
ぐたいてき

には、本 人
ほんにん

のニーズ
に ー ず

を満
み

たすために制度
せいど

に基
もと
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づく支援
しえん

に結
むす

びつけるだけでなく、制度
せいど

に基
もと

づかない支援
しえん

を含
ふく

む福祉
ふくし

に限
かぎ

らない教 育
きょういく

、医 療
いりょう

、労 働
ろうどう

、経 済
けいざい

保 障
ほしょう

、住 宅 制 度 等 々
じゅうたくせいどとうとう

あらゆる資源
しげん

の

動 員
どういん

を図
はか

る努 力
どりょく

をする。また資源
しげん

の不足
ふそく

などについて、その解 決
かいけつ

に向
む

け

て活 動
かつどう

することも重 要
じゅうよう

である。 

 

【説 明
せつめい

】 

（１）相 談
そうだん

支援
しえん

専 門 員
せんもんいん

の役 割
やくわり

 

・ 相 談
そうだん

支援
しえん

専 門 員
せんもんいん

は、相 談
そうだん

する当事者
とうじしゃ

(本 人
ほんにん

・家族
かぞく

など)の利益
りえき

のた

めに存 在
そんざい

することを一義
いちぎ

とする。そのためには福祉
ふくし

サービス
さ ー び す

等
とう

を決 定
けってい

し

提
てい

供
きょう

する役 割
やくわり

から独 立
どくりつ

することを原 則
げんそく

とする。但
ただ

し、行 政
ぎょうせい

において

相 談
そうだん

に応
おう

じ、支 給
しきゅう

決 定
けってい

にかかわる職 員
しょくいん

は相 談
そうだん

支援
しえん

専 門 員
せんもんいん

の研 修
けんしゅう

を受
う

けた者
もの

であることが望
のぞ

ましい。 

・  相 談
そうだん

支援
しえん

専 門 員
せんもんいん

のなかにはソーシャルワーク
そ ー し ゃ る わ ー く

に関
かん

する理念
りねん

・知識
ちしき

・

技 術
ぎじゅつ

をもって業 務
ぎょうむ

を遂 行
すいこう

する者
もの

が必 要
ひつよう

である。加
くわ

えて

スーパーバイザ
す ー ぱ ー ば い ざ

ーとしての役 割
やくわり

や、障 害 者
しょうがいしゃ

の地域
ちいき

生 活
せいかつ

支援
しえん

システム
し す て む

の

コーディネータ
こ ー で ぃ ね ー た

ーとしての役 割
やくわり

を担
にな

う者
もの

が必 要
ひつよう

である。 

・  相 談
そうだん

支援
しえん

専 門 員
せんもんいん

は当事者
とうじしゃ

に寄
よ

り添
そ

い、信 頼
しんらい

関 係
かんけい

のもと当事者
とうじしゃ

の

生 活
せいかつ

を成 立
せいりつ

させ、継 続
けいぞく

でき、夢
ゆめ

・希望
きぼう

などを叶
かな

えることを含
ふく

む個々
こ こ

の

人 生
じんせい

を支援
しえん

する専 門
せんもん

職
しょく

である。本 人
ほんにん

によって選 択
せんたく

される立場
たちば

にある

ことから、相 談
そうだん

支援
しえん

専 門 員
せんもんいん

を選 択
せんたく

できる体 制
たいせい

整備
せいび

も必 要
ひつよう

である。 

聴 覚
ちょうかく

障 害 者
しょうがいしゃ

、知的
ちてき

障 害 者
しょうがいしゃ

等
とう

、コミュニケーション
こ み ゅ に け ー し ょ ん

支援
しえん

を必 要
ひつよう

とする

障 害 者
しょうがいしゃ

のニーズ
に ー ず

を把握
はあく

し、本 人
ほんにん

の意思
い し

を理解
りかい

するために、それぞれの

障 害
しょうがい

の知識
ちしき

、コミュニケーション
こ み ゅ に け ー し ょ ん

技能
ぎのう

を身
み

に付
つ

けた専 門 性
せんもんせい

のある相 談
そうだん

支援員
しえんいん

の配置
はいち

等
とう

も必 要
ひつよう

である。 

・  当事者
とうじしゃ

が相 談
そうだん

支援
しえん

専 門 員
せんもんいん

となり、地域
ちいき

の相 談
そうだん

支援
しえん

体 制
たいせい

全 般
ぜんぱん

にお

いて、協 働
きょうどう

することが望
のぞ

ましい。尚
なお

、当事者
とうじしゃ

が相 談
そうだん

支援
しえん

専 門 員
せんもんいん

にな

る際
さい

には、当事者
とうじしゃ

としての生 活
せいかつ

経 験
けいけん

などを実務
じつむ

経 験
けいけん

として勘 案
かんあん

する

などを検 討
けんとう

すべきである。 
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（２）本 人
ほんにん

中 心
ちゅうしん

支援
しえん

計 画
けいかく

について 

・  本 人
ほんにん

中 心
ちゅうしん

支援
しえん

計 画
けいかく

とは、本 人
ほんにん

の希望
きぼう

に基
もと

づいて、相 談
そうだん

支援
しえん

事 業 所
じぎょうしょ

（地域
ちいき

相 談
そうだん

支援
しえん

センタ
せ ん た

ー、総 合
そうごう

相 談
そうだん

支援
しえん

センタ
せ ん た

ー）の相 談
そうだん

支援
しえん

専 門 員
せんもんいん

が本 人
ほんにん

（及
およ

び支援者
しえんしゃ

）とともに立 案
りつあん

する生 活
せいかつ

設 計
せっけい

の総 合 的
そうごうてき

なプラン
ぷ ら ん

とする。本 人
ほんにん

の希望
きぼう

を聴
き

き取
と

り、その実 現
じつげん

にむけた本 人
ほんにん

の

ニーズ
に ー ず

とその支援
しえん

のあり方
かた

（インフォーマル
い ん ふ ぉ ー ま る

な支援
しえん

も含
ふく

めたもの）の

総 合 的
そうごうてき

な計 画
けいかく

策 定
さくてい

となる。 

・  本 人
ほんにん

中 心
ちゅうしん

計 画
けいかく

の策 定
さくてい

の目 的
もくてき

は、本 人
ほんにん

の思
おも

いや希望
きぼう

を明確化
めいかくか

して

いくことであり、それを本 人
ほんにん

並
なら

びに本 人
ほんにん

とかかわりのある人
ひと

（支援者
しえんしゃ

を

含
ふく

む）と共 有
きょうゆう

し、実 現
じつげん

に向
む

けてコーディネート
こ ー で ぃ ね ー と

していくことである。 

・  本 人
ほんにん

中 心
ちゅうしん

支援
しえん

計 画
けいかく

立 案
りつあん

の対 象
たいしょう

となるのは、セルフマネジメント
せ る ふ ま ね じ め ん と

が

難
むずか

しい支援付
しえんづ

き自己
じ こ

決 定
けってい

が必 要
ひつよう

な人
ひと

である。なお、本 人
ほんにん

中 心
ちゅうしん

の支援
しえん

計 画
けいかく

の作 成
さくせい

に参加
さんか

するのは、本 人
ほんにん

と本 人
ほんにん

のことをよく理解
りかい

する家族
かぞく

や

支援者
しえんしゃ

、相 談
そうだん

支援
しえん

専 門 員
せんもんいん

である。 

 

（３）相 談
そうだん

支援
しえん

専 門 員
せんもんいん

の業 務
ぎょうむ

 

・相 談
そうだん

支援
しえん

専 門 員
せんもんいん

は、具体的
ぐたいてき

には以下
い か

のような業 務
ぎょうむ

内 容
ないよう

を担
にな

う。 

① 利用者
りようしゃ

の包 括 的
ほうかつてき

なニーズ
に ー ず

を把握
はあく

する。とくに、聴 覚
ちょうかく

、視覚
しかく

障 害
しょうがい

、知的
ちてき

障 害
しょうがい

のある人
ひと

などの意思
い し

疎通
そつう

や情 報
じょうほう

を知
し

ることに難
むずか

しさを抱
かか

える

人向
ひとむ

けに、相 談
そうだん

支援事
しえんじ

業 者
ぎょうしゃ

の所在地
しょざいち

や相 談
そうだん

方 法
ほうほう

（誰
だれ

に、どのよう

なことを、どのように相 談
そうだん

できるか）などについて、情 報
じょうほう

提 供
ていきょう

を十 分
じゅうぶん

に行
おこな

う。 

② 依頼
いらい

を受
う

けた場合
ばあい

には、ニーズ
に ー ず

中 心
ちゅうしん

の支援
しえん

計 画
けいかく

(本 人
ほんにん

中 心
ちゅうしん

支援
しえん

計 画
けいかく

/サービス
さ ー び す

利用
りよう

計 画
けいかく

)を本 人
ほんにん

とともに立 案
りつあん

する。 

③ 本 人
ほんにん

の地域
ちいき

生 活
せいかつ

のニーズ
に ー ず

を満
み

たすために、総 合 的
そうごうてき

なフォーマル
ふ ぉ ー ま る

・

インフォーマルサービス
い ん ふ ぉ ー ま る さ ー び す

の利用
りよう

、支 給
しきゅう

決 定
けってい

のために行 政
ぎょうせい

等
とう

関 係
かんけい

機関
きかん

との協 議
きょうぎ

を行
おこな

い調 整
ちょうせい

する。 

④  本 人
ほんにん

と必 要
ひつよう

に応
おう

じてサービス
さ ー び す

を提
てい

供
きょう

する者
もの

が参加
さんか

するケア
け あ

会議
かいぎ

を

開
かい

催
さい

し、必 要
ひつよう

に応
おう

じて複 数
ふくすう

のサービス
さ ー び す

を提
てい

供
きょう

する者
もの

等
とう

との個別
こべつ
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調 整
ちょうせい

はもちろん、調 整
ちょうせい

のための会議
かいぎ

などを開
ひら

き運 営
うんえい

する。 

⑤  サービス
さ ー び す

資源
しげん

が不足
ふそく

しているときは必 要
ひつよう

なサービス
さ ー び す

(社 会
しゃかい

資源
しげん

)の

開 発
かいはつ

につなげる。 

⑥  相 談
そうだん

プロセス
ぷ ろ せ す

を通
つう

じて、利用者
りようしゃ

の権利
けんり

擁護
ようご

を行
おこな

う。 

⑦ サービス
さ ー び す

の質
しつ

の評 価
ひょうか

を行
おこな

う、等
とう

。 

 

【表 題
ひょうだい

】相 談
そうだん

支援
しえん

専 門 員
せんもんいん

の研 修
けんしゅう

 

【結 論
けつろん

】 

○ 国
くに

は研 修
けんしゅう

要 綱
ようこう

を定
さだ

め、都道府県
とどうふけん

において研 修
けんしゅう

の企画
きかく

から実施
じっし

までの

実務
じつむ

を担
にな

う者
もの

に対
たい

する指導者
しどうしゃ

研 修
けんしゅう

を行
おこな

う。 

○ 都道府県
とどうふけん

が実施
じっし

する 研 修
けんしゅう

には基礎
き そ

研 修
けんしゅう

、フォローアップ
ふ ぉ ろ ー あ っ ぷ

研 修
けんしゅう

、専 門
せんもん

研 修
けんしゅう

、更 新
こうしん

研 修
けんしゅう

、その他
た

などがある。都道府県
とどうふけん

は地域
ちいき

生 活
せいかつ

支 援 協
しえんきょう

議会
ぎかい

に人 材
じんざい

育 成
いくせい

の部会
ぶかい

を設
もう

け、指導者
しどうしゃ

研 修
けんしゅう

修 了 者
しゅうりょうしゃ

とともに企画
きかく

し実施
じっし

す

るが、研 修
けんしゅう

運 営
うんえい

などについて委託
いたく

することもできる。 

○ 研 修
けんしゅう

の実施
じっし

にあたっては、当事者
とうじしゃ

が研 修
けんしゅう

企画
きかく

や講師
こうし

となって研 修
けんしゅう

を提
てい

供
きょう

する側
がわ

になること、または研 修
けんしゅう

を受
う

ける側
がわ

にもなるなど、研 修
けんしゅう

への

当事者
とうじしゃ

の参 画
さんかく

を支援
しえん

することが重 要
じゅうよう

である。 

 

【説 明
せつめい

】 

現 在
げんざい

行
おこな

われている相 談
そうだん

支援
しえん

従 事 者
じゅうじしゃ

研 修
けんしゅう

は、一部
いちぶ

サービス
さ ー び す

管理者
かんりしゃ

研 修
けんしゅう

と一 体 的
いったいてき

に行
おこな

われるなど、相 談
そうだん

支援
しえん

専 門 員
せんもんいん

固有
こゆう

の役 割
やくわり

、機能
きのう

を 習 得
しゅうとく

す

る研 修
けんしゅう

としては内 容
ないよう

が不 十 分
ふじゅうぶん

と言
い

わざるを得
え

ない。新 法
しんぽう

で求
もと

められる

内 容
ないよう

を整理
せいり

し、 相 談
そうだん

支援
しえん

専 門 員
せんもんいん

の 研 修
けんしゅう

体 制
たいせい

については、 研 修
けんしゅう

カリキュラム
か り き ゅ ら む

内 容
ないよう

の充 実
じゅうじつ

とその体 制
たいせい

の確 立
かくりつ

が諮
はか

られる必 要
ひつよう

がある。 

すべての相 談
そうだん

支援
しえん

専 門 員
せんもんいん

は実務
じつむ

経 験
けいけん

に基
もと

づき、一 定
いってい

の年 限
ねんげん

ごとに

実 践 的
じっせんてき

な研 修
けんしゅう

を義務
ぎ む

づけられる。 

将 来 的
しょうらいてき

には相 談
そうだん

支援
しえん

専 門 員
せんもんいん

の質
しつ

を担
たん

保
ほ

するうえでソーシャルワーク
そ ー し ゃ る わ ー く

専 門
せんもん

職
しょく

を基礎
き そ

資格
しかく

とすることを目指
め ざ

すべきである。そのためには、現 行
げんこう

の

専 門
せんもん

職
しょく

養 成
ようせい

課程
かてい

では、その内 容
ないよう

が不 十 分
ふじゅうぶん

であり、今 般
こんぱん

の障 害 者
しょうがいしゃ

制度
せいど
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改 革
かいかく

の趣旨
しゅし

に照
て

らし、必 要
ひつよう

な見直
みなお

しが諮
はか

られるべきである。 

当事者
とうじしゃ

（本 人
ほんにん

および家族
かぞく

）との連 携
れんけい

は、本 人
ほんにん

中 心
ちゅうしん

の支援
しえん

を行
おこな

うにあた

り、重
じゅう

要
よう

な課題
かだい

である。当事者
とうじしゃ

が相 談
そうだん

支援
しえん

専 門 員
せんもんいん

となり、地域
ちいき

の相 談
そうだん

支援
しえん

体 制
たいせい

全 般
ぜんぱん

において、協 働
きょうどう

することが望
のぞ

ましい。なお、当事者
とうじしゃ

が相 談
そうだん

支援
しえん

専 門 員
せんもんいん

になる際
さい

には、当事者
とうじしゃ

としての生 活
せいかつ

経 験
けいけん

などを実務
じつむ

経 験
けいけん

と

して勘 案
かんあん

するなどを検 討
けんとう

すべきである。 
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